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　先月 25 日、袴田巖さんとの面会に関して大き

な動きがありました。心理の専門家である藤本豊

さん ( 東京都立中部総合精神保健福祉センター勤

務 ) が袴田さんと継続的に面会できるようになっ

たのです ( 面会時の様子は藤本さんの報告を参

照 )。浜松・袴田巖さんを救う会事務局長の寺澤

さんが作成してくれた面会実現までの経緯に関す

る資料を６ページに掲載します。

　また、弁護団も袴田さんと定期的に面会するこ

とを決め、藤本さんの面会要請中の 2 月 15 日に

東京・加藤英典弁護士が初めて袴田さんと面会し

たのをはじめ、3 月 8 日に東京・戸舘圭之弁護士、

そして 3 月 18 日には静岡・小川秀世弁護士と浜

松・伊豆田悦義弁護士が袴田さんと面会していま

す ( 伊豆田弁護士は初めての面会 )。

　様々な人と面会できることで袴田さんの精神状

態にいい影響が及ぶことを期待したいです。
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Con t en t s

● 2010 年 2月 15 日 ( 月 )
　午前 10 時過ぎ、秀子さん・浜松救う会の寺澤

さん・東京救う会の大竹さんの 3 人で受付。寺

澤さんと大竹さんは拘置所決定で面会不可。その

後秀子さんと加藤弁護士の 2 名で申請し直し、2

人が 30~40 分間面会。

　秀子さんによると、支離滅裂なことを真面目に

話し、「クソ」という言葉を何度も言っていたと

のこと。その他「健康そのもので走り回ってる」

「医者は国家がやってることだから最終的に殺さ

れるから診せない」などと発言。JR 貨物労組か

ら送られた激励色紙を見せたが、「袴田巖はいな

い」と自分の存在を否定しているとのこと。

　以下、加藤弁護士の話。

　体調は良さそうだが少し顔がむくんでいる感

じ。弁護人であることを伝え「よろしくお願いし

ます」と自己紹介すると袴田さんも「よろしく」

と答えた。「今日の午前 10 時に全能の神になる

はずだったがまだなっていない」などの話で袴田

さんの独演会のようになっていた。コミュニケー

ションは難しい感じ。事件や再審の話ができる雰

面 会 報 告　
共同代表 福田勇人

初めての面会を終えて報告する加藤弁護士と秀子さん 面会室で袴田さんに見せた JR 貨物労組からの激励色紙
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囲気ではなく適切に防御権を行使できるとは思わ

れない。

　なお、この日は面会後、私も同席して、心理の

専門家による袴田さんとの面会実現について拘置

所に要請しました。

● 2010 年 3月 8日 ( 月 )
( 以下戸舘弁護士の面会メモから引用 )

面会者：戸舘

面会日時：2010 年 3 月 8 日午前 10 時 40 分こ

ろから約 30 分

　面会申込書欄外に「無立会での面会を求めます」

と記載しましたが、立会い付きで面会時間 30 分

と指定されました。

面会内容
　弁護士の戸舘であること、日弁連の弁護団とし

て複数の弁護士が袴田さんの再審事件に関わって

いることなどを伝えました。

　「お久しぶりです。弁護士のとだてです。覚え

ていますか。」と伝えたところ見たことがある顔

だといっていました。

　「お姉さん、秀子さんは面会に来ていますか ?」

と聞いたら「1、2 週間前にきたなあ。」と言って

いました。

　秀子さんがお姉さんであることはわかっている

ような感じでした。

　その他は、基本的には、いつも通りの、妄想的

な内容の話でした。

　運動はしているようで、歩いているようです。

　「自分をいじめたり、苦しめたり、痛めつけて

はいけない」などと言っていました。

　以下、特徴的な言葉をあげておきます。

法務省の決定、ぜんぶ勝手におわった私になっ

ちゃう、儀式、エジプトのばばあ、みんな私になっ

ちゃう、自由、愛で生きれば何でも 100、法務

省の権限で矯正、機械、神

　最後に、私をふくめて弁護団の弁護士が会いに

来ようと思っているが、いいですか。ときいたら

「害はないからいい。」と言ってくれました。

　裁判の話も一応説明しましたが、「裁判所といっ

ても、私がやっているんだから。私が演じている

んだから。儀式だから。全部勝手におわった」な

どと言っていました。

 

● 2010 年 3月 10 日 ( 水 )
　アムネスティ英国支部フォトアクション報告

( ８ページ ) を参照。

● 2010 年 3月 18 日 ( 木 )
( 以下伊豆田弁護士の面会メモから引用 )

　本日 (3 月 18 日 ) 午前 9 時 40 分ころから約

10 分強 , 小川秀世先生と伊豆田が面会をしまし

た。小川先生は「事件の話をしてみたいので誘導

してみる」との決意をもって臨まれました。

　初めのうちは , 体重のことや , ビデオを見てい

ること , 週刊実話が差入れになっていて読んでい

ること , など , 会話が成り立っていましたが , 小

川先生から , 実話に掲載されている小説の話を向

けた当たりから , 様子が変わりました。

　「嘘の世界はないんだな。儀式の規定でね。内

容が変わっちゃう。不利益なことはない。自分に

利益になる」云々という感じでした。

　また , 小川先生から , 裁判の記録を差入れると

伝えたことに対しても ,「嘘の内容は私のところ

に届かない。私の血で機械ができていて ,儀式で ,

神が勝ったので , あなたたちも面会に来て , 最後

は私になっちゃう」云々という返答でした。

　事件の話題については , 意識してか否かはとも

かく , 頑なに触れることを拒むという心理状態が

感じられました。

　なお , 誕生日については「もう無くなったこと」

だと話されていました。お花についても , 袴田さ

んが「今も入っている」と言っておられ , 差入業

者の方から「身内の方から誕生日のお花が入った

ばかり」と言われましたので , 私からは入れませ

んでした。

　以上です。

● 2010 年 3月 25 日 ( 木 )
　藤本豊さんの面会報告 ( ４ページ ) を参照。■
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雨の東京拘置所で

　その日は朝から雨だった。当日の朝、寺澤さん

からの電話で 3 時に小菅の東京拘置所で待ち合

わせることになった。小菅駅で寺澤さんが待って

いたのだが、その後ろには現代センターの守田さ

んがビデオカメラを担いでいた。そこに福田さん

が加わり、東京拘置所へ。その間に、守田さんが

カメラを回しているので、緊張しながらもカメラ

目線をするわけにもいかず、福田さんと話しなが

ら向かった。

　東京拘置所は、新しくなっていてちょうど大き

な病院の待合室のようで、電光掲示板に面会票の

番号が表示されると面会の順番が来たのがわかる

ようになっていた。面会票に、袴田秀子さん ( 以

下お姉さん ) と寺澤さんとぼくの 3 名の氏名を記

入し提出したのだが、寺澤さんは面会人としての

登録がないとのことで面会はできなかった ( これ

は、想定内のことで、もしかしたら何かの間違い

で面会できるかと ... のダメもとでのことだが )。

　というわけで、お姉さんさんとぼくの二人での

面会となった。拘置所の内部に入ったのは初めて

のこと。入り口は、飛行場の搭乗口さながらのボ

ディーチェックでサーモメータまであり、手を消

毒してマスクを着用して中に入ることになる。SF

に出てくる未来都市のような灰色の無機質な廊下

が続き、エレベーターで 10 階の面会室に向かっ

た。面会室はテレビドラマに出てくる面会室と同

じだった。やがて、刑務官に連れられて袴田さん

がガラス越しに現れた。支援者の方から聞いてい

たよりも、顔色も良くふくよかな印象だった。

面会までの経過

　ここで、なぜぼくが袴田さんに面会に行ったか

を、かいつまんで説明しよう。

　昨年の秋口に寺澤さんから電話で、袴田さんの

面会人になって欲しいとの依頼があった。寺澤さ

んの話では、お姉さんや支援者が面会に行っても、

袴田さんが「私は神だ」などと話すので、どうし

たら良いか困っているので、心理の人に面会者に

なって欲しいということだった。

　その後東京でお姉さん、袴田さんと面会してい

る東日本ボクシング協会の新田さんそして、福田

さん、寺澤さんをはじめ支援者の方々と会うこと

になった。面会をしている、お姉さんと新田さん

から、面会時にどの様に袴田さんと接したらいい

かとの相談を受けた。

　ぼくは、袴田さんは自分の思いを伝えようとし

ていると思い、「支離滅裂」に聞こえても袴田さ

んの話に寄り添うのが大切ではと伝えた。という

のは、袴田さんからすれば長年拘置所といった特

異な環境での生活を強いられていたのだ。そのな

かで、独自の世界観を作ることで「生きながらえ

て」きたわけだと思った。一方、面会に行った側

からすれば、面会時の状況を支援者に伝えなくて

はとの思いがあり、どうしても袴田さんの現況を

聞きだそうといった傾向が強くなることもわかっ

た。確かに支援者としての面会であれば、多くの

支援者に袴田さんの現況を伝えたいとの気持ち

は良くわかる。でも、袴田さんの側に立って考え

れば、365 日毎日変化がない生活を強いられて

いるわけであり、面会時にことさら伝える現状が

あるとは想像できない。そこで、こちらが袴田さ

んの現状を聞きだそうという姿勢ではなく、誰と

も話すことのできない袴田さんの話をゆっくり聞

くのが袴田さんにとっては嬉しいのではと伝えた

のだった。とはいえそれは頭の中ではわかってい

てもなかなかできない現状があり、一緒に面会に

行って欲しいという話になった。

　寺澤さんと電話で話したときには、面会が平日

にしかできないとのことで、毎月の定期的な面会

袴田巖さんと面会して
藤本豊さん ( 東京都立中部総合精神保健福祉センター )
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は、ぼくの仕事の関係で平日に時間を割くことも

難しく、正直躊躇があった。とはいえ、袴田事件

については静岡地裁の元裁判官の熊本さんの出演

した報道番組を観ていたり、精神障害者の当事者

団体の方からも話を聞いていて、早く再審が認め

られるといいなぁと思っていたので、不定期には

なるが時間の許す範囲で面会に行くことならば可

能だと考えて、面会することを引き受けることに

した。という経過で、3 月 25 日の面会が実現し

たわけである。

面会室で

　面会室で、何をどう話そうかとか、袴田さんが

話してくれるだろうかなどハラハラしながら、袴

田さんを待っていた。目の前に袴田さんが現れ、

お姉さんが「どう元気」と

袴田さん「ああ ...」

お姉さんがぼくのことを東京の支援者と紹介して

くださり、「話で伺っていたより、お元気そうで

すね」とぼく、すると袴田さんは「ここにいれば

安心だから、心配ない」といった内容のことを話

された。

　ぼくの頭の中では、袴田さんとの話をどう進め

ていこうかとの思いと、忘れないようにしなけれ

ばとの思いが同時に展開していた。というわけで、

ここに書いていることは正確さには欠けるが、面

会の状況を少しでも伝えられればと思い記すこと

にする。

　以下 < > 内はぼくの話。「 」は袴田さん

食べ物の話になったので

< 好きなものは ?>

「甘いものだな。塩はダメだ。」

< 塩はからだに悪い ?>

「全部ダメにする。砂糖ならいい。砂糖には愛が

ある。平和にする。」

< 誰が平和にするの ?>

「神がしている。神が守っている。」

< ここにもいる ?>

「拘置所には神がいる。だから安心。神には逆ら

えない。」

< 袴田さんも、神に守られているの ?>

「私が神だ。」

< 拘置所で一番偉い ?>

「...... 神が守っている。」

このあたりで、袴田さん = 神といったことがわ

かってきたので、ぼくは袴田さんとは呼ばすに、

袴田さんが何が食べたいかという意味で次のよう

に聞いた。

< 神様には何を捧げればいい ?>

「ケーキとぶどう酒。」

< お酒じゃだめ ?>

「ワインがいいなぁ ~」

少しずつ関係が取れてきたので、今度は現実の話

として

< お昼は何を食べました ?>

「なにかなぁ ......」

< ご飯はおいしい ?>

「こんなもんだなぁ ...」

< どんなもんがでるの ?>

「......」

< 納豆とか ?>

「納豆は朝だな、豆腐とか。」

< おそばとかは ?>

「そんなのはない。」

< パンは ?>

「昼、土曜の昼はコッペパンがでる。」と、

このときに袴田さんは、高齢者施設に入所してい

る高齢者との会話のような、ごく「普通のおじい

さん」( 袴田さんごめんなさい <m(__)m>) といっ

た感じで会話が進んでいった。

< 風邪は惹かなかった ?>

「ここは健康を守ってくれる。動かないとダメに

なる。朝一時間と昼一時間歩いている。朝ご飯を

食べてから一時間と、昼ご飯を食べて少し寝て一

時間。夕は 5 時に食べて、寝る。」

　この辺りで、刑務官からもう時間ですと言われ、

袴田さんは面会室から出て行った。

　最後の会話のときの表情がちょっと照れくさそ

うだった。そして、他にやることないもんなぁと

いった表情が印象的だった。



さいしん　第３２号

̶ 6 ̶

　面会を終えてから、雨の中近くの公園の東屋で、

ビデオカメラを回しながら、寺澤さんや福田さん

石井さんに面会の状況をお姉さんと報告。その後、

「BOX 袴田事件 命とは」の試写会が京橋である

とのことで、お姉さんと石井さんと一緒に京橋へ

向かった。

「BOX袴田事件 命とは」を観て

　袴田さんとの面会を終えてすぐの試写会。試写

を観ているのだが、頭の中では映画と袴田さんの

面会が錯綜していた。試写を観て、映画のなかで

無実を訴える袴田さんが、今拘置所の中で、「私

が神だ」と言っているのが理解できた。1966 年

に逮捕されてから 44 年間も閉じ込められた中で

の生活。1980 年に死刑が確定してから 30 年間

の死との隣り合わせの生活の中での生きる術とし

て、自らを神としていったのだ。面会での会話で、

「神には逆らえない」の一言は、自分ではどうに

もならない「死刑囚」の袴田さんが、自らの命を

例えているのではないだろうか。また一方「神に

よって守られている」という中で、「死にたくない」

「生き続けたい」という袴田さんの強い希望が語

られていると思った。

　一日も早く再審が開始され、冤罪を立証させな

くてはと痛感した、一日だった。■

2009/11/27 法務省交渉。

　〃 ひで子さん、救援会関係者 ( 東京 / 新田、

石井、福田、浜松 / 寺澤 ) 及び藤本氏と

打ち合わせ。面会枠の拡大を求めるので

なく、専門家としての面会を別枠で要求

することとする。

12/26 弁護団会議。ひで子さん、弁護団、救援

会それぞれが拘置所への要請として検討

するも、共同での要請書作成となる。

2010/2/15 拘置所要請行動。ひで子さん、弁

護団 ( 加藤 )、救援会 ( 東京再審を求め

る会 / 福田、浜松救う会 / 寺澤 )。拘置

所側 山川調査官他 2 人。事前に要請書

を送ってあり、この段階での返事はでき

ないが、内部回覧中である。また、具体

的な専門家の状況を弁護士から文書での

提出の指示あり。(口頭で概略を伝える )

3/19 FAX 及び電話にて山川調査官あて、

3/25 面会予定を伝え、面会実現を要請。

山川調査官 / 専門家の特定が必要なた

め、文書の提出を。

3/23 拘置所宛要請書メーリングリストにアッ

プ。

3/24 西嶋弁護団長に経過を説明し了解を得、

要請書を拘置所宛 FAX 送信。拘置所外

部交通区長より電話あり。「本日中の結

論は難しい。明日朝までに結論を出すの

で、明日電話で回答する」とのことであ

り、明日の実現を重ねて要請。

3/25 8:30 過ぎ。拘置所外部交通区長あて電

話を入れ、「藤本さんの面会を許可しま

す」との回答を受ける。

 15:30 過ぎから、ひで子さんと藤本さん

による面会実現。約 20 分。■

巌さんへの専門家面会の
実現について
共同代表・福田勇人
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弁護団レポート弁護団レポート

　3 月 26 日 ( 金 ) に予定されていた第 3 回三者

協議が、3 月 19 日付の検察側からの申入れで延

期されました。弁護団による証拠開示請求に関し

て裁判所が検察に提出を求めていた意見書が未完

であり、さらに検討に時間を要するとの理由です。

これまで担当していた島田健一検事の異動も一因

のようです。

　証拠開示に関しては、検察上層部が柔軟に対応

する姿勢を取り始めている可能性がありますが予

断を許しません。なお、弁護団は 3 月 8 日付で

証拠開示理由補充書 (2) を提出し、再審事件であ

る「狭山事件」や「福井女子中学生殺し事件」で

裁判所が検察に対し証拠開示勧告を出しているこ

とを示し、速やかに開示命令もしくは開示勧告を

発するよう求めています。

　また、静岡地裁の担当裁判長の交代に続き、他

の 2 人の陪席裁判官も異動によって交代するこ

とになりました。詳細は次号で報告します。■

　旧清水市 ( 現静岡市清水区 ) で 1966 年、みそ

製造会社の専務一家4人が殺害された「袴田事件」

で、無実を訴えている袴田巌死刑囚 (74) の第 2

次再審請求をめぐる静岡地裁、静岡地検、弁護団

の 3 者協議について同地裁は 17 日、次回の協議

を延期すると決めた。当初、次回は 26 日に開催

を予定していた。

　弁護団の説明によると、地検側が延期を求めた。

3 回目の次回は、5 月の大型連休明け以降まで大

幅にずれ込む見通しだという。

　昨年末の前回協議で、弁護団は地検側に対し、

袴田事件に関する証拠の開示を改めて迫り、地検

側は 26 日までの回答に応じていた。

【毎日新聞 2010 年 3 月 19 日 WEB 版】■

三者協議延期
代表・福田勇人

弁

袴田事件 : 第 2 次再審請求、3 者協議
を延期 / 静岡

ニュース記事

袴田さんが収容されている東京拘置所
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　2010 年 3 月 10 日 ( 水 )、袴田巖さんの 74 歳

の誕生日に合わせて、袴田秀子さん・新田渉世さ

んと支援者 4 名で午後 1 時過ぎに東京拘置所を

訪れ、袴田さんとの面会に臨みました。

　この日の面会の大切な目的は、アムネスティ・

インターナショナル英国支部の方々が袴田さんの

早期解放のために実施してくれたフォトアクショ

ンという支援活動 (「袴田さんに自由を !」と書

かれたメッセージカードを持った人々の写真を

多数使用した「ジャイアント・ビジュアル・メッ

セージ」を袴田さんの誕生日に在英国日本大使館

に送るという活動 ) を袴田さんに報告することで

した。

　アムネスティ日本のボランティアの方々にはこ

の日の面会のために、実際にフォトアクションに

使われる写真をプリントアウトして模造紙に貼り

付け綺麗にデコレーションしてもらいました。こ

れを面会室に持ち込んで袴田さんに見てもらうこ

とにしたのです。

　ところが、このメッセージの面会室への持ち込

みを拘置所が許可しなかったため、袴田さんに直

接見てもらうことができませんでした。不許可の

理由はわかりません。やむを得ず、別に用意した

A3 版のバースデーカードをお花やボクシング雑

誌と一緒に差し入れましたが、これも袴田さんの

手元に実際に届けられるかどうか定かではありま

せん。

　面会者の数や条件を厳しく制限するだけでな

く、具体的な法的根拠も示さず写真やバースデー

メッセージを面会室に持ち込むことすら制限する

拘置所の対応は限度を越えていると言わざるを得

ません。

　面会した秀子さんと新田さんの話によると、今

日の袴田さんは外見上は健康そうだったとのこと

ですが、立会いの刑務官がどうメモを取ればいい

か困っているように見えるほど、秀子さんたちと

の会話は噛み合わないことが多く、精神的にはあ

まりいい状態ではなかったようです。

　3 月 9 日、弁護団の戸舘弁護士が面会したとき

も、「裁判所と言っても私がやっているんだから。

私が演じているんだから。儀式だから。全部勝手

におわった」などと話し、再審請求に関する実質

的な話は全くできなかったそうです。現在の袴田

さんは残念ながら自ら防御権を適切に行使できる

状態ではありません。

　さて、フォトアクションが行なわれた現地では、

英国国会議員のアリステア・カーマイケルさんと

アムネスティ英国支部の方々が、国際基準に基づ

く公正な再審の開始と釈放を求めて、大きなメッ

セージパネルをロンドンの日本大使館に届けてく

れました。前日には声明も発表してくれています

( 資料集参照 )。

　「袴田事件」への関心は国際的な広がりを見せ

ています。FREE HAKAMADA NOW !

( 以上、本会ブログから転載 ) ■

アムネスティ英国支部がフォトアクション !
共同代表・福田勇人

RISE UP!!
Free Hakamada Now!!!

This collage is made by zan from the music album jacket “RISE UP” by Thomas Mapfumo & The Blacks Unlimited.



さいしん　第３２号

̶ 9 ̶

拘置所前でアムネスティ英国支部の支援活動を紹介したバースデーメッセージを手にする秀子さん

日本大使館前でフォトメッセージパネルを掲げるカーマイケ

ル議員 バースデーパネルを持つアムネスティ英国支部の方たち
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ニュース記事

FREE HAKAMADA NOW!

GO!AHEAD!!
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　2010 年 3 月 26 日 ( 金 )。「足利事件」の菅家

利和さんに対する無罪判決が言渡されると聞き、

宇都宮まで行ってきました !

　午前 8 時半過ぎに裁判所に到着。報道陣や傍

聴券を求める市民やらでごった返し、国民救援会

の拡声器アピールも響いて如何にもこれから重要

な判決が出ますっていう雰囲気です。

　傍聴抽選券を求める長蛇の列に加わり、受け

取った紙製のリストバンドには「1016」の番号。

右手に巻かれたバンドをいじりながら期待して抽

選発表を待つもあえなく落選。当選確率「1513

分の 48」のハードルはちょっと高すぎました。

　そうこうしているうちに、支援者の拍手に迎

えられいよいよ真打ち登場 ! ダークグレーのスー

ツにピンク色のネクタイ ( どうやら布川事件の桜

井昌司さんにプレゼントされたものらしい ) でビ

シッとキメた菅家さんが、13 人の弁護団を引き

連れて颯爽と裁判所に入って行くじゃないです

か。ウーン、何かカッコいい。

　午前 10 時に開廷した公判。時々報道関係者が

出入りします。まあ、無罪判決は決まってるから、

記者がダッシュで出てきてマイクを握り「無罪で

す ! 無罪です !」みたいな緊迫した感じじゃない

けれど、それでもディレクターらしき人があちこ

ち動き回って仕切りに携帯で連絡を取り合ってた

り、アナウンサーがカメラリハーサルなどをして

る姿などを見ると、自然と気分が高まります。

　そして午前 11 時ごろ、正面玄関前に陣取って

るカメラマンのフラッシュが一斉に焚かれたと思

うと、笑顔の菅家さんが両手を大きく振って出て

きました ! 弁護団が「完全無罪」「裁判長、謝罪」「旧

DNA 鑑定の証拠能力否定」と書かれた 3 枚の紙

を誇らしげに掲げてます ! 正門前まで出てきた菅

家さんに物凄い勢いで報道陣が群がり、テレビの

カメラマンから「スチール邪魔 ! 下がれ !」なん

ていう罵声も飛び交います。私もどこかの新聞社

が持ってきた撮影用の脚立をちゃっかり使わせて

もらいビデオカメラを回しました。撮影が一段落

すると佐藤博史弁護士が判決内容について簡単に

説明を始め、日テレの笛吹雅子アナが菅家さんに

マイクを向けて「おめでとうございます」とイン

タビュー。でも周りが騒がしくて何て言ってるの

かよく聞き取れないんだよなあ。

　その後、ぶら下がり取材のために菅家さんたち

は別の場所に移動。代わって正門前では裁判を傍

聴した狭山事件の石川一雄さんや布川事件の桜

井さんと杉山卓男さんへの取材が繰り広げられま

す。早いとここの 3 人にも無罪判決を出してく

れないかなあ。もちろん袴田さんにも。

行ってきました !「足利事件」無罪判決公判&報告集会
共同代表・福田勇人
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　そんなこんなで 1990 年の事件発生以来 20 年

の歳月を経て、ようやく菅家さんの無実は司法の

お墨付きをもらったのでした。菅家さんの求めて

きた「真っ白な無罪判決」を祝福するように裁判

所の大きなハクモクレンの木が真っ白な花を咲か

せてます。それにしても長すぎるよ。

　午後 0 時半から記者会見が行われる予定の栃

木県庁に清水救援会代表の楳田さんたちと移動。

食堂でNHKのお昼のニュースを見ながら昼メシ。

もちろんトップニュースは「菅家さん無罪判決」

です。そしてそろそろ記者クラブに行こうかと

思ったらテレビ画面が記者会見のライブ映像に切

り替わり、菅家さんが話し始めるじゃないですか。

会見の開始時間が早まったのを知らず唖然とする

我々。しょうがないのでテレビで会見を見たので

した。

　ニュースでは会見の冒頭部分だけ放送していた

ので、終わってるかもしれないけれどダメもとで

記者クラブに移動。会見は続いてました。「車の

免許を取り直して早く運転したい」という菅家さ

んには無邪気な笑顔。表情が和らぐ度にカメラの

フラッシュとともにシャッター音が響きます。菅

家さんの横にはいつものように佐藤弁護士。裁判

長以下 3 人の裁判官が起立して頭を下げたこと

などを評価する一方で、自白の任意性を認めた判

断には不満があるよう。午後 1 時過ぎに記者会

見は終了し、菅家さんは記者クラブ内のソファー

で免田事件の免田栄さん夫妻と談笑。新聞報道

によると、そのあと菅家さんは同じソファーで

ちょっと仮眠を取ったようです。

　我々もその後、免田さん夫妻、石川さん夫妻、

狭山事件を支援している部落解放同盟の安田聡さ

ん、氷見事件冤罪被害者の柳原浩さん、ルポライ

ターの鎌田慧さん、人権と報道連絡会の山際永三

さん、それから長年菅家さんを支えてきた西巻糸

子さんたちと合流して、県庁内の喫茶店へ。横で

鎌田さんが免田さんの奥さんと長期拘禁の後遺症

の話をしていることなどつゆ知らず、今後の袴田

さんの支援活動について楳田さんとしばしおしゃ

べり。その後、夜に開かれる集会の準備のために

栃木県弁護士会に移動。袴田事件のリーフレット

を配布資料に挟み込ませてもらいました。

　県庁隣りにある栃木県総合文化センターサブ

ホールの舞台には、「菅家さん、無罪判決おめで

とう !」の横断幕。午後 7 時に「『足利事件』無

罪判決報告集会」が始まりました。入場者 300

人以上、報道陣も多数詰め掛けてます。司会の若

い女性弁護士はちょっと緊張気味。お決まりの日

弁連の挨拶や弁護団の裁判報告が終わると、少し

照れくさそうに菅家さんが登場しました。無罪獲

得の報告と感謝の辞を述べたあと、「今後は冤罪

に苦しむ人を支援したい」と発言。会場からはも

ちろん拍手と声援です。

　そして、参集した名だたる冤罪事件の関係者に
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1 月 24 日、
救う会公開学習会に参加 !

事務局・十川

　清瀬教会で、開催された救う会の公開学習会に

参加した。

　全くの私事で恐縮だが、その日、会場に行く前

に、偶然すぐ近くにある病院のホスピス病棟に、

末期ガンの義母を見舞っていた。義母は、よれよ

れの状態。既に死期を悟っていた。そして、その

2 週間後に死去。

　清瀬には、ハンセン病療養施設があり、以前、

それに対する偏見・差別により、他の地域から住

む人が少なく、そのおかげというのだろうか、現

在は広々とした敷地を持つ病院が多い。また、多

分、それに関係すると思うが、キリスト教関係の

教会も。会場となった清瀬教会もその一つだと思

う。地域に溶け込んだ教会という気がした。

　初めて行く場所なので、道に迷い、定刻を過ぎ

て到着。中に入ると教会なので、余裕を持って座っ

てはいたが、かなりの出席者。どこに座ろうかと

迷っていた私に、手招く人が。よく見ると、スタッ

フの荒井さんが。なんだ、一人じゃなかったんだ、

と思いながら、横に座らせて貰う。

　この日の講師は、元外務官で現在は評論家の佐

藤優氏。数年前、現新党大地の代表鈴木宗男衆議

院議員の収賄事件に関連し、異常とも思えるマス

コミなどからの攻撃で「外務省のラスプーチン」

と呼ばれ、職を追われた人だ。

　鈴木さんと同様、囚われの身になっても、節を

曲げず、少しではない期間、獄中生活を送った人

でもある。

　この日の話題は、多岐にわたった。まず、袴田

さんが気の遠くなるような長い時間、囚われの身

になっている監獄 = 東京拘置所の内部の状況。実

際に、居たこともあって、生々しい話。佐藤氏の

強い性格を見こまれて、普通はありえない死刑囚

がいる棟に居住したこともあったそうだ。隣の房

には、連合赤軍事件の坂口氏。逮捕後 40 年、死

刑確定後 20 年近くになるのに、冷静に落ち着い

て生活しているようだ。でも、このような精神力

菅家さんから花束が贈呈されました。袴田事件か

らは袴田秀子さんとトクホン真闘ジム会長の佐々

木隆雄さんの 2 人が登壇し菅家さんとガッチリ

握手。続いて秀子さんと佐々木さんの支援アピー

ルです。佐々木さんのアピールが少々長引きヒヤ

ヒヤしたけれど、佐々木会長 ! その熱い思いはみ

んなに伝わりましたよ !

　そして、国民救援会恒例の「無罪」の書の引継

ぎ。菅家さんから桜井さんと杉山さんにしっかり

と手渡されます。布川事件の再審公判はこの夏に

も始まるとのこと。この 2 人が晴れて無罪を獲

得すれば、菅家さんとともに冤罪事件支援の強力

な助っ人になること間違いなしです ! 最後に弁護

団の渋川孝夫弁護士から挨拶。午後 8 時半過ぎ

に集会は終了しました。

　時間がなかったので菅家さんたちとのカラオ

ケ祝賀会には参加できず、代わりに宇都宮駅前の

ギョーザ屋で楳田さんと 2 人でささやかな祝宴。

「今年が勝負」との認識で一致し、袴田さんの再

審無罪を獲得し本当の祝杯をあげる決意を新たに

生ビールのジョッキを空けました。

　菅家さん、本当にお疲れ様。■
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　前号のさいしん 31 号にてご報告させていただ

きました 2009 年会計報告につきまして、2 月末

日までに異議がございませんでしたので、これを

もって承認とさせていただきます。会員の皆様、

よろしくお願いいたします。

　袴田巖さんが自由の身になるまで、再審が

なされるまで、共に頑張りましょう！ FREE 

HAKAMADA NOW!! ■

が強い人は、まれ。ほとんどの人は、いつ襲って

くるかわからない死刑執行の知らせに、慄きなが

ら、多かれ少なかれ、精神に異常を来しているの

は、容易に想像出来る。

　冤罪で、入っている袴田さん。いかばかりの思

いで獄中にいるのだろうか ? このような状態にし

た人たちに対しての怒りと共に、未だに救いだせ

ていない無力さを否応なしに感じた。

　その後、司法権力の横暴さにも、話が及んだ。

現在も、行われている民主党を矛先にした検察の

「捜査」。

　鈴木さん、佐藤さんも受けた巨大マスコミを

使った起訴される前に既に犯人である、というイ

メージを一般大衆に植え付けるのは、はるか 45

年前、袴田さんもされたことだ。  私は、必ずし

も民主党や小沢氏を支持するものではないが、昨

夏の衆議院選の半年ぐらい前から行われている民

主党をターゲットにした検察の「捜査」に怖さを

感じていた。

　佐藤さんは、「正義の味方」検察が自己保身の

ために、特定の個人・組織に対して恣意的な「捜査」

介入を行うことを自らの経験を例に、語りかけた。

具体的なことで、驚いたのは、鈴木さんや佐藤さ

んが、起訴されて裁判で争っていることに、当時、

マスコミで毎日のように取り上げられたムネオハ

ウスのことやアフリカでの不正は、含まれていな

いことである。それは、全くの捏造した事件だっ

たのにもかかわらず、マスコミでの訂正は、なさ

れていない。そして、私たちも、その事実を知ら

ない。このようなことも、以前から全く変わって

いないことだ。本当に、恐ろしいことである。

　佐藤さんの話は、実体験によるものなので、迫

力があった。そして、その強烈な個性と、博学な

知識に裏打ちされた多岐にわたる話に、ぐいぐい

引き込まれて行き、かなりの長時間、休憩がなかっ

たのにもかかわらず、あっという間に講演は終

わってしまった。昔とは違い、思想の自由を十分

保証されているとされているこの国。本当に、そ

うなのか ? 冤罪の袴田さんひとり救い出せていな

いじゃないか ?

　自戒も含めて、いろいろな事を考えながら、帰

路についた。 ■

カンパのお願い
 ☆会では活動資金が必要です。

 ☆どうぞカンパにご協力下さい。

 ☆ボーナスカンパ大歓迎 !

郵便振替口座番号：00120-3-410592
口座名称：袴田巖さんの再審を求める会
または

ゆうちょ銀行 〇一九店（ゼロイチキュウ店）
  当座 019-0410592
口座名称：袴田巖さんの再審を求める会

※「巖」は「巌」でも大丈夫です。

本会のホームページアドレスが変更になっています。

http://plaza.rakuten.co. jp/hakamadajikenhp/

ただいまこちらのブログを更新しています。HP のお手

伝いをして下さる方がおりましたら、こちらまで。

E-mail：hakamada.saishin@gmail .com

会計報告の承認について

求める会事務局
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2/15 袴田さん面会同行 ( 小菅・東京拘置所 )

2/15 専門家面会要請行動 ( 小菅・東京拘置所 )

2/15 弁護団会議参加 ( 霞が関・弁護士会館 )

2/15 ボクシング界支援者と打合せ ( 霞が関・弁護

士会館 )

2/18 袴田事件関連書籍出版打合せ ( 有楽町・ストー

ンほか )

2/19 事件関係者聴き取り調査 ( 川崎・魚民 )

2/24 袴田事件関連書籍出版打合せ ( 水道橋・東京

ドームホテル )

2/24 ボクシング界支援委員会参加 ( 水道橋・ヴィッ

キーズ )

2/25 「日本の司法を考える会」参加 ( 永田町・村上

正邦事務所 )

3/2・3 現地調査 ( 静岡市 / 富士市 )

3/3 弁護団事務局会議参加 ( 霞が関・弁護士会館 )

3/10 袴田さんに面会申込 ( 小菅・東京拘置所 )

3/14 求める会定例会 ( 巣鴨・村﨑法律事務所 )

3/17 国会議員秘書と打合せ ( 永田町・衆 / 参議員

会館 )

3/17 ボクシング界支援委員会参加 ( 水道橋・ヴィッ

キーズ )

3/18 マスコミ関係者と打合せ ( 内幸町・プレスセ

ンター )

3/25 袴田さん面会同行 ( 小菅・東京拘置所 )

3/25 袴田事件映画試写会出席 ( 京橋・テアトル試

写室 )

3/26 足利事件無罪判決報告集会参加 ( 宇都宮・栃

木県総合文化センター )

3/27 救援連絡センターセミナー「冤罪・袴田事件

はいま」参加 ( 新橋・福祉会館 )

4/2 弁護団勉強会参加 ( 静岡・弁護士会館 )

4/2 弁護団会議参加 ( 静岡・弁護士会館ほか )

4/2 事件関係者聴き取り調査 ( 富士市・幸福楼 )

4/4 『さいしん』32 号発送作業 ( 横浜・かながわ

県民センター )

求める会

4/14 袴田さんに面会申込 ( 小菅・東京拘置所 )

4/18 求める会定例会 ( 巣鴨・村﨑法律事務所 )

5/30 『さいしん』33 号発送作業 ( 横浜・かながわ

県民センター )

その他の団体

4/7 袴田事件映画試写会 ( 永田町・憲政記念館 )

4/10 ゴビンダさん支援集会 ( 三田・港勤労福祉会

館 )

4/14 ボクシング界支援委員会 ( 水道橋・ヴィッキー

ズ )

4/27 弁護団事務局会議 ( 霞が関・弁護士会館 )

5/16 浜松救援会集会 ( 浜松・中瀬公民館 )

5/28 第 3 回三者協議 ( 静岡・静岡地裁 )

5/28 弁護団勉強会 ( 静岡・弁護士会館 )

5/28 弁護団会議 ( 静岡・弁護士会館 )

活　動　報　告　 活　動　予　定　

編集後記
亀田興毅選手があのタイのポンサクレック選手に

破れた。再びリングに立つ決心をした内藤大助選手

にとっては、どちらとの再戦も悔いの残らないものに

なるかもしれないと思った。そこに辿り着けるか。い

やその前に清水智信選手との再戦ということもあり

得る。フライ級の話ばかりで恐縮です。<( _ _;)> 僕た

ちは袴田巖さんの裁判所での再戦を待っている。僕ら

はそこに辿り着けるのか。映画

「BOX̶袴田事件̶命とは」が

この５月末頃に公開予定だ。負

けられない戦いは続く。力を貸

して下さい。（ペンネーム zan）

☆少しでも広めて下さい！☆

◇力をかしてして下さい◇

★カンパをお願いします！！★


